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－１－

根拠…前橋市環境基本条例

目的…良好な環境の保全と創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進すること（前橋市環境基本条例第10条）

1 計画策定の根拠と目的

■前橋市環境基本条例

第1条（目的）

この条例は、良好な環境の保全及び創造について、基本理念を定め、並びに市、市民及び事業者の責務を明らかにするととも

に、良好な環境の保全及び創造に関する施策の基本となる事項を定めることにより、これらの施策を総合的かつ計画的に推進し、

もって現在及び将来の市民の健康で安全かつ文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。

第10条（環境基本計画）

市長は、前条の基本方針に基づき、前橋市環境基本計画（以下「環境基本計画」という。）を定めるものとする。

２ 環境基本計画は、良好な環境の保全および創造に関する総合的かつ長期的な目標、施策の方向、配慮指針その他の必要な事項

について定めるものとする。

３ 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、市民及び事業者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。

４ 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、あらかじめ前橋市環境審議会の意見を聴くものとする。

５ 市長は、環境基本計画を定めたときは、速やかにこれを公表するものとする。

６ 前3項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。



①良好な環境の確保と承継 ②循環型社会構築 ③地球環境保全の推進

◆３つの基本理念 ～前橋市環境基本条例第３条から～

■第９条（基本方針）

良好な環境の保全及び創造に関する基本方針は、次のとおりとする。

（１）典型7公害を含めた都市型公害の改善が進み、新たな環境汚染の発生が未然に防止されるまちづくりを行うこと。

（２）多様な生態系が維持され、市民に潤いと安らぎを与える自然環境が守られ、はぐくまれるまちづくりを行うこと。

（３）水と緑、歴史等の環境資源を有効に活用し、快適な環境が創出されるまちづくりを行うこと。

（４）地球規模の考えを持ち、環境への負荷の低減や循環型都市の形成に向けた取組が市内各所で行われるまちづくりを行うこと。

（５）市民及び事業者が主体的に良好な環境の保全及び創造に関する活動に参加するまちづくりを行うこと。

■第３条（基本理念）

良好な環境の保全及び創造は、市民が健康で安全かつ文化的な生活を営む上で必要とする環境を確保するとともに、環境の恵みが

将来の世代に引き継がれるように適切に行われなければならない。

２ 良好な環境の保全及び創造は、人と自然が共生することができ、かつ、環境への負荷が少ない循環を基調とした持続的に発展す

ることができる社会の構築を目指して、市、市民及び事業者がそれぞれの責務に応じた役割分担の下に自主的かつ積極的に行われ

なければならない。

３ 地球環境保全は、市、市民及び事業者のすべてが自らの課題であることを認識し、それぞれの日常生活及び事業活動において、

相互に協力し、及び連携して推進されなければならない。

◆５つの環境像 ～前橋市環境基本条例第９条から～

①環境汚染の防止 ②生態系の保護 ③快適環境の創造 ④地球環境の保全 ⑤環境保全活動の活性化

２ 環境基本計画の目指す姿

－２－



前橋市環境基本条例

国 ─ 環境省

第六次環境基本計画

県  ─ 群馬県

群馬県環境基本計画 

2021-2030

・前橋市都市計画マスタープラン

・前橋市緑の基本計画

・前橋市景観計画

◆関連する市の計画 ◆環境分野の個別の実行計画

前橋市環境基本計画

環境分野の総合的な計画として、関連する計画と連携・補完しながら施策を進める

連携

整合

補完 

－３－

３ 計画の位置づけ

環境分野を具体化

前橋市総合計画

・前橋市地域公共交通計画

・前橋農業振興地域整備計画

など

・前橋市地球温暖化防止実行計画

・前橋市一般廃棄物処理基本計画

など



01
気候変動の深刻化

猛暑日の増加、集中豪雨の激甚

化など、深刻化する気候変動に

対する適応と緩和に向けた取組

02
脱炭素社会への移行

2050年カーボンニュートラル

の実現のための、再エネ導入や

省エネ推進、ライフスタイルの

転換

03
生物多様性の損失

生態系を保全するだけでなく、

回復軌道に乗せて豊かな自然環

境を再生させていく「ネイ

チャーポジティブ」に向けた取

組

近年の環境課題の動向を踏まえ、現状に即した計画となるよう内容を策定し、

環境基本条例に基づく基本理念及び5つの環境像の実現を目指す

－４－

４ 策定の概要と計画期間

◆計画期間：令和10年度～令和19年度の10年間（5年経過時に見直し）

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

現計画期間 次期計画期間（10年間）

計画策定事務 見直し

※ 5年経過時に社会情勢・国県計画等の変化を踏まえ、目標指標・施策の見直しを実施する。

・気候変動の影響の深刻化 ・脱炭素社会実現に向けた動き ・生物多様性の保全 など

現計画はこちらからご覧になれます
（前橋市ホームページへのリンク）→



◆環境基本計画推進委員会

関係部局横断による計画内容の検討 答申

諮問

・多様な主体が役割を分担しながら計画策定を進める。

・ワークショップや各会議などで、意見を聴きながら計画の内容の検討、反映を行う。

市（庁内）

専門的知見からの検討・答申

広く意見を聴取して計画に反映

◆前橋市環境審議会（本会）

◆前橋市自然環境保全推進委員会

◆アンケート ◆ワークショップ

◆パブリックコメント

前橋市環境基本計画

R8 〜 R9 策定作業

検討

意見・反映

－５－

５ 計画策定の推進体制

有識者

市民・事業者



項 目
令和 8 年度 令和 9 年度

令和
10年
度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

（1）策定方針作成

新
環
境
基
本
計
画
期
間
開
始

（2）環境基本計画の策定

・骨子作成

・草案作成

・成文作成

・概要版・こども版作成

【審議会・意見聴取等】

・ワークショップ、アンケー
ト（市民・事業者・こども）

・環境審議会

・庁内検討会議

・パブリックコメント

－６－

６ スケジュール
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